
輝

學

砺

究

二
八

近
世
中
國

に
於
け
ろ
居
士
佛
教

に

(彰
際
清
を
中
心
と
し

て
)

就

い
て

荻

須

屯糸

道

「
渡
法
子
、
就
倣
和
伺
」
と
い
ふ
言
葉
は
近
世
に
於
け
る
中
國
佛
教
界
の

一
面
を
よ
く
物
語
つ
て
ゐ
る
。
生
活
に
行
き
諮
れ
る
者
が
僧
侶
と

な
り
、
櫓
院
生
活
を
螢
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
ん
と
し
て
も
そ
こ
に
は
清
新
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
出
家
の
動
機
に
於
て
最
も
貴

ぶ
べ
き
も
の
は
道
心
で
あ
る
。
然
る
に
、
道
心
な
く
し
て
生
活
の
み
を
目
的
と
す
る
衣
食
の
佛
教
と
な
り
て
は
輝
か
し
き
教
化
の
實
も
墨
け
ら

れ
す
、
法
燈
の
ゆ
ら
ぐ
も
亦
當
然
の
こ
と
、
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
古
徳
が

「
法
輪
轄
す
る
庭
、
食
輪
轄

す
」
と
常
に
誠
め
ら
れ
た

の
も
宜
な
る
こ
と
で
あ
る
。

さ

て
明
代
に
於
け
る
佛
教
々
團
を
翻
つ
て
見
る
時
、
太
祀
を
始
め
歴
代
皇
帝
の
外
護
は
頗
る
手
厚
き
も
の
が
あ
つ
た
。
か
つ
て
太
租

(朱
元

璋
)
は
信
た
り
し
因
縁
も
あ
り
、
た
め
に
教
界
は
、
そ
の
恩
寵
外
護
を
蒙
る
と
と
著
し
き
も
の
が
あ
つ
た
。
太
租
の
佛
教
に
樹
す
る
態
度
が
飴

り
に
も
熟
心
な
り
し
た
め
、
太
租
は
佛
敏
に
惑
溺
し
た
と
さ

へ
後
人
の
罵

り

を
受

け
た
程
で
あ
る
。
績
い
て
太
宗
武
宗
何
れ
も
崇
佛
者
で
あ

り
、
佛
菩
薩
を
信
奉
す
る
著
述
を
な
し
た
り
、

又
曾
尼
を
優
遇
し
た
。
僧
尼
の
優
遇
は
こ
こ
に
そ
の
歎
を
著
し
く
激
壌

せ
し
め
、
憲
宗
の
當
時

度
櫓
の
歎
は
五
十
饒
萬
と
い
は
栖
.。
そ
の
大
部
分
は
賦
役
を
冤
勉
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
生
活
に
堪

へ
ざ
る
人
生
ω
落
伍
者
で
あ
つ
た
。
從
つ



て
僧
侶
の
素
質
低
下
は
當
然
で
あ
り
、
教
團
の
椹
威
は
地
に
墜
ち
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
た
め
僧
團
の
統
制
に
は
歴
朝
頗
る
頭
を
拶
ま
し
、
入
道
す
る
年
齢
に
制
限
を
加

へ
た
り
、
試
験
を
行
つ
た
り
、
或
は
叉
妻
妾
あ
る
も

の

や
経
典
に
通
ぜ
ざ
る
も
の
は
還
俗
せ
し
め
た
。

か
く
て
僧
と
な
る
た
め
に
は
か
㌧
る
制
限
が
行
は
れ
、
度
牒
極
め

て
嚴
重
で
あ
つ
た
。
然
し

そ
れ
に
も
か
、
は
ら
す

一、方
に
於
て
は
叉
費
牒
が
行
は
れ
た
。
こ
の
費
牒
に
ょ
る
牧
入
は
國
費
に
當
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
費
牒
に
ょ
る
曾
侶

の
素
質
低
下
は
言
を
倹
た
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
團
の
棄
齪
は

そ

の

止

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
寺
院
は
俗
臭
紛
々
た
る
砒
交
場
と
化

し
、

の
み
な
ら
す
彌
勒
教
匪
や
白
蓮
教
匪
が
寺
院
を
根
櫨
と
し
て
、
宗
教
を
利
用
し
齪
を
企
つ
る
等
の
弊
害
を
醸
し
た
。

か

、
る
佛
教

々
團
の
實
状
に
於
て
は
、
勝
れ
た
る
高
徳
學
匠
そ
の
跡
を
絶
つ
に
至
り
、
明
末
出
で
た
る
雲
棲
株
宏
、
鶏
盆
智
旭
等
の
後
に
は

輝
か
し
き
教
界
の
明
星
は
出
で
す
、
劃
期
的
な
佛
教
哲
理
を
提
唱
す
る
學
徳
が
な
か
つ
た
。
然
し
な
が
ら
明
末
に
は
多
く
の
在
俗
佛
教
徒
帥
ち

居
士
が
多
く
輩
出
し
た
。
や
が
て
こ
れ
は
清
朝
に
於
け
る

「
居
士
佛
教
」
の
端
を
開
い
た
も
の
で
、
そ
の
信
奉
す
る
と
こ
ろ
は
櫓
俗
と
も
に
暉

と
念
佛
で
あ
つ
た
。

二

 

清
代
に
於
け
る
佛
教
は
世
祀
順
治
帝
、
聖
祀
康
熈
帝
、
世
宗
雍
正
帝
、
高
宗
乾
隆
帝
の
時
代
に
最
も
華
か
で
あ
つ
た
と
い
へ
る
。
そ
れ
は
國

運

の
隆
盛
と
こ
れ
等
歴
朝
の
崇
佛
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
殊
に
大
藏
経
の
出
版
は
清
代
佛
教
の

一
大
偉
観
で
あ
つ
た
。
康
熈
帝
の
時
代
に
は
明

の

萬
歴
版
に
次
い
で
績
藏
維
が
印
刻
さ
れ
、
雍
正
十
三
年

(
一
圭
二
五
)
よ
り
乾
隆
三
年

(
噌
七
三
八
)
に
至

る
四
ケ
年

に
出
版
さ
れ
た

「龍
藏
」

と
構

せ
ら
れ
る
勅
版
大
藏
経
や
乾
隆
帝
の
專
業

で
あ
る

「
満
洲
語
謁
大
藏
経
」
等
が
あ
り
大
い
に
光
輝
を
放
つ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
佛
教
衰

滅

の
潮
流
は
如
何
と
も
致
し
難
く
、
教
團
の
中
に
傑
出
せ
る
學
徳
も
な
く
、
教
學
上
に
は
何
ら
の
進
展
を
見
な
か
つ
た
。
た
と

へ
諸
寺
諸
山
に

、
近
世
申
國
【に
於
け
る
居
士
佛
教
に
就
い
て

二
九



暉

學

砺

究

.

三
〇

多
数
の
信
侶
が
居
佳
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
す
し
も
佛
教
の
盛
隆
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
、
る
事
情
の
も
と
に
よ
く
佛
教
の
眞

精
紳
を
護
持
し
得
た
も
の
は
居
士
で
あ
る
。

居
士
の
多
く
は
儒
者
で
あ
つ
た
。
儒
教
の
學
識
を
持

つ
た
知
識
人
が
佛
教
の
研
究
に
從

つ
た
の
で
あ
る
。
儒
佛

一
致
の
融
合
に
於
て
佛
教
精

神
を
宣
揚
せ
ん
と
し
た
。
儒
教
哲
學
と
佛
教
哲
學
と
の
調
和
は
居
士
佛
教
徒
の
根
本
原
理
で
あ
り
、
こ
の
信
念
よ
り
居
士
佛
教
徒
の
活
動
が
展

開
さ
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
。

か
つ
て
宋
代
に
契
嵩

へ
『
〇
七
二
寂
)
は
儒
家
の
佛
教
排
撃
に
拮
抗
し
て
輔
教
編

(原
教
、
勧
書
、
廣
原
教
、
孝
論
、
壇
維
賛
)
を
撰
し
、
儒

家
に
樹
す
る
啓
蒙
蓮
動
を
展
開
し
、
儒
佛

一
貫
の
理
を
力
読
し
た
。

「
性
理
」
と
い
ひ

「
佛
性
」
と
い
ひ
そ
の
根
本

義
に
於
て
は
儒
繹
と
も
に

同
じ
で
あ
る
と
な
し
、
叉
佛
教
で
説
く
五
戒
は
儒
教
の
五
常
に
相
當
す
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
不
殺
は
仁
で
あ
り
、
不
盗
は
義
で
あ
り
、
不

邪
淫
は
禮
で
あ
り
、
不
飲
酒
は
智
で
あ
む
、
不
妄
言
は
信
で
あ
る
と
喝
破
し
た
。
契
嵩
の
眞
摯
な
る
儒
佛
調
和
の
大
丈
字
は
儒
家

の
蒙
を
啓
き

て
省

み
さ
せ
、
當
時
の
宰
相
韓
碕
や
排
佛
の
急
先
鋒
敏
陽
修
を
麟
佛
せ
し
め
、
ま
た
王
安
石
、-
張
商
英
の
如
き
も
こ
の
書
に
よ
り
て
佛
教
脇
仰

の
縁
を
結
ん
だ
と
い
は
れ
る
。
契
嵩
の
儒
佛
調
和
は
當
時
の
知
識
入
に
相
當
彊
く
影
響
を
及
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

清
代
の
居
士
佛
教
徒
が
宋
儒
の
思
想
的
流
れ
を
汲
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
宋
儒
の
唱
ふ
る
儒
教
哲
學
は
繹
學
を
媒

介
と
し
て
理
を
窮
め
、
大
域

さ
れ
た
も
の
で
、
所
謂
宋
學
と
い
ひ
、
佛
教
理
論
が
睨
胎
換
骨
さ
れ
儒
佛
二
教
が

調

和

さ

れ
た
も
の
と
も
い
へ

る
。

宋
學
の
開
拓
者
周
漁
漢

(
名
は
敦
頭
、
字
は
茂
叔
)
は
輝
家
と
の
交
渉
が
あ
り
、
鶴
林
壽
涯
、
黄
龍
慧
南
、
晦
堂
租
心
、
佛
印
了
元
、
東

林
常
総
等
の
五
師
に
請
釜
参
究
し
た
と
い
は
れ
、
契
嵩
と
も
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
後
宋
學
を
大
成
し
た
朱
子
は
儒

家
の
純
正
な
立
場
よ
の
佛

教
を
攻
撃
し
た
が
、
遇
弐
科
墨
に
感
ぜ
ん
と
し
た
時
、
大
慧
語
録

一
冊

の
み
を
持
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
か
ら
、
私
か
に
灘
に
心
を
用
ひ
て
ゐ
た
こ

と
は
事
實
で
あ
ら
う
。
更
に
陸
象
山
が

「
宇
宙
は
便
ち
是
れ
吾
が
心
、
吾
が
心
は
師
ち
是
れ
宇
宙
な
り
。
東
海
に
聖
人
あ
り
て
出
す
、
此
の
心



同

じ
な
り
。
此
の
理
同
じ
な
り
。
西
海
に
聖
人
あ
り
て
出
す
、
此
の
心
同
じ
な
の
、
此
の
理
同
じ
な
り
。
南
海
北
海
聖
人
あ
り
て
出
す
、
此
の

心
同
じ
な
り
。
此
の
理
同
じ
な
り
。
千
百
世
の
上
、
聖
人
あ
り
て
出
す
、
此
の
心
同
じ
な
り
、
此
の
理
同
じ
な
り
。

干
百
世
の
下
、
聖
人
あ
り

て
出
す
、
此
心
同
じ
な
り
、
此
の
理
同
じ
な
り
。
L

と
い
つ
た
詞
は
陸
子
が
古
書
を
護
み
宇
宙
の
二
字
に
至
り
大
省
し
た
感
慨
で
あ
つ
た
。
陸

子
は
後

「
心
鄙
理
」
を
提
唱
し
た
が
固
り
輝
家
の
本
心
本
性
と
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
陸
子
の
思
想
學
風
を
承
け
綾
ぎ
大
成
し

た
の
が
明
代
の
大
儒
王
陽
明
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
正
法
護
持
の
精
神
に
燃
え
た
清
代
の
居
士
は
儒
教
を
究
め
た
知
識
人
で
あ

り
、
こ
れ
等
先
哲
の
流
を
汲
む
人

々
で
あ
つ
た
。
儒
佛

一
致
の
調
和
に
於
て
佛
教
精
神
を
宣
揚
せ
ん
と
し
た
儒
學
者
で
あ
つ
た
。

三

 

清
代
居
士
佛
教
徒
の
中
で
も
彰
紹
升
、
楊
丈
會
は
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
彰
紹
升

(
一
七
四
〇
1

一
七
九
六
)

は
字
は
尺
木
、
號
は
際
清
と
い

ひ
、
叉
自
ら
知
錦
子
と
號
し
た
。
彼
は
乾
隆
時
代
に
活
動
し
た
入
で
陽
明
學
を
究
む
る
と
と
も
に
、
深
く
佛
教
學
の

研
鐙
を
な
し
、
宋
元
儒
者

の
佛
教
攻
撃
の
蒙
を
啓
き
、
儒
佛
の
調
和
を
計
り
、
居
士
佛
教
興
起
の
指
導
原
理
を
與

ふ
と
と
も
に
、

又
儒
佛
道
三
教
調
和
の
主
張
者
で
も
あ

つ
た
。
彼
が
佛
教
精
神
顯
揚
④
た
め
心
血
を
注
い
だ
著
述
に
は
、

一
乗
決
疑
論
、
華
嚴
念
佛
三
昧
論
、
無
量
壽
経
起
信
論
等
が
あ
る
。

彼
は
そ
の
著

「
一
乗
決
疑
論
」
の
冒
頭
に

予
初
脅
儒
書
。
執
泥
文
字
。
数
昌
黎
韓
氏
語
。
妄
著
論
排
佛
。
然
實
未
知
佛
之
爲
佛
。
果
何
如
者
也
。
己
而
究
生
死
之
読
。
崔
然
有
省
。

始
知
回
向
心
地
。

と
て
、
最
初
儒
學
を
學
び
た
る
頃
、
唐
代
に
排
佛
論
を
唱

へ
た
昌
黎
韓
氏
翻
ち
韓
退
之
に
共
鳴
し
、
排
佛
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
未
だ

佛

の
佛
た
る
所
以
も
知
ら
す
、
只
徒
ら
に
排
佛
論
を
唱

へ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
然
る
に
佛
の
教
ゆ
る
生
死
の
問
題
を
究
め
た
%
と
き
、

近
世
中
國
に
於
け
る
居
士
佛
教
に
就
い
て

=二

!



・
輝

學

硯

究

「

三
二

麗
然
深
く
省
み
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
と
い
ふ
。
只
儒
家
と
い
ふ
立
場
よ
り
徒
ら
に
排
佛
を
こ
と

、
し
て
ゐ
た
自
己
の
誤
謬
を
悟
り
、
翻
然
と
し

て
向
き
直
り
、
儒
家
の
蒙
を
啓
か
ん
と
し
た
と
い
ふ
。

彼
は
い

ふ
、
宋
明
以
來
の
諸
先
輩
が
論
す
る
書
を
學
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
梢
弐
孔
顔
學
派
の
思
想
精
神
を

知

る

こ

と
が
出
來
た
。
殊
に
程
明

道
、
陸
象
山
、
王
陽
明
、
高
梁
難
の
四
先
生
に
欽
仰
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
而
も
こ
れ
等
諸
家
の
深
旨
は
佛
家
の
諮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
佛

の
教
に
契
合
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
掬
ら
す
、
往

々
に
し
て
儒
家
は
排
佛
を
こ
と
、
し
て
ゐ
る
。
四
家
の
中
で
も

王
陽
明
の
み
は
排
佛
的
態

度
を
と
ら
な
か
つ
た
が
、
他
幡
佛
教
思
想
を
採
り
入
れ
、
共
鳴
し
な
が
ら
而
も
時
と
し
て
は
排
佛
的
傾
向
を
冤
れ
な

い
と
。
か
く
て
彼
は
儒
佛

の
論
孚
已
む
こ
と
な
き
を
憂
え
、
諸
儒
の
惑
を
解
か
ん
と
し
て

一
乗
決
疑
論
を
著
論
し
た
。

彼
が
い
ふ
二
三
の
問
題
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
先
づ

「生
死
の
問
題
」
に
關
し
儒
家
の
見
解
を
如
何
に
批
判
し
た
か
と
い
ふ
に

程
子
日
。
佛
學
只
是
以
生
死
恐
動
人
。
聖
賢
以
生
死
爲
本
分
事
。
無
可
催
。
故
不
論
生
死
。
知
齢
子
日
。
朝

聞
道
。
夕
死
可
突
。
然
則
未

聞
道
而
死
。
其
可
不
謂
之
虚
生
乎
。
夫
虚
生
者
。
聖
人
之
所
甚
擢
也
。
是
故
。
學
易
而
假
年
。
獲
憤
而
忘
老
。
其
爲
性
命
之
憂
。
堂
添
大

Φ

哉
。
佛
言
生
死
事
大
。
正
欲
策
人
聞
道
耳
。
何
嘗
怖
死
哉
。
故
日
不
生
不
滅
。
名

一
往
來
而
實
無
往
來
。
只
作
尋
常
本
分
事
読
也
。

程
子
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
佛
學
は
生
死
を
恐
れ
入
を
動
か
し
こ
の
問
題
を
強
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

聖
賢
の
教
に
於
て
は
生
死
は

本

分
の
事
で
あ
る
が
た
め
、
別
に
恐
る
べ
き
も
の
で
を
な
く
、
從
つ
て
生
死
と
い
ふ
如
き
こ
と
は
論
じ
な
い
。

こ
れ
に
封
し
て
彼
は
程
子
の
言

の
當
ら
ざ
る
を
指
摘
し
、
佛
教
に
て
生
死
事
大
と
て
生
死
の
問
題
を
強
調
す
る
所
以
敏
人
を
策
働
し
て
道
を
聞
か
し
め
ん
が
た
め
で
あ
り
、
死

を

恐
れ
て
い
ふ
の
で
は
な
い
。
宗
教
的
安
心
を
得
す
し
て
死
ぬ
こ
と
を
恐
る
の
で
あ
る
。
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
と
は
聖
賢

の
教
で
あ
る
が
、
も
し
も
道
を
聞
か
す
し
て
死
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
盧
生
と
い
ふ
べ
き
で
、
盧
生
は
聖
賢
の
最
も
恐
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
佛
教

が
生
死
を
強
調
ず
る
所
以
も
亦

こ
、
に
あ
る
。
元
來
生
も
な
く
死
も
な
く
、
不
生
不
滅
と
佛
教
に
て
は
い
ふ
て
ゐ
る
。



叉
程
子
が
佛
教
の
殺
生
を
戒
む
の
読
を
論
じ
、
君
子
に
は

「
不
忍
の
心
」
あ
り
殺
生
を
行
は
な
い
。
程
子
の
先
兄
が
嘗
て

一
蜴
を
見
た
と
こ

ろ
、
殺
す
に
忍
び
す
放
去
し
た
。
そ
し
て
頚
中
の
二
句
に

「
殺
之
則
傷
仁
。
放
之
則
害
義
」
と
あ
つ
た
と
い
ふ
。
彰
際
清
は
こ
の

語

に
封

し

て
、
生
か
す
を
以
て
仁
と
な
し
、
殺
す
を
以
て
義
と
な
す
は
大
い
に
不
可
で
あ
る
。
蜴
に
は
殺
す
べ
き
罪
が
な
い
。

も
し
も
こ
れ
を
殺
し
た
な

ら
ば
仁
を
傷

つ
け
る
の
み
で
な
く
、
義
を
も
害

ふ
も
の
で
あ
る
。
戒
殺
の

一
事
は
儒
佛
共
由
の
路
で
あ
り
、
佛
家
が
生
を
好
み
、
儒
家
が
殺
を

姫
む
と
い
ふ
如
き
も
の
で
は
な
い
。
若
し
も
生
を
以
て
仁
と
な
し
、
殺
を
以
て
義
と
な
す
な
ら
ば
、
義
は
乃
ち
仁

の

賊

と

な
る
と
い
つ
て
ゐ

る
。叉

朱
子
が

繹
氏
只
四
十
二
章
是
古
書
。
絵
皆
中
國
丈
士
潤
色
成
之
。
維
摩
維
亦
南
北
時
入
作
。
叉
日
。
達
摩
未
來
中
國
時
。
如
遠
肇
法
師
之
徒
。
只

是
読
老
荘
。
後
來
人
亦
多
以
老
荘
助
輝
。
西
域
堂
有
韻
。
諸
祀
相
傳
偶
。
平
灰
協
韻
。
皆
是
後
人
爲
之
。
文
日
。
圓
畳
経
只
有
三
段
好
。

後
面
只
是
強
添
。
榜
伽
経
本
只
是
呪
語
。
後
來
房
融
添
入
許
多
道
理
読
話
。
呪
語
想
亦
淺
近
。
但
其
徒
恐
繹
出
則
入
易
之
。
故
不
繹
。
叉

日
。
佛
只
是
読
大
話
護
入
6
法
華
経
開
口
便
恒
河
沙
…幾
萬
劫
…幾
干
劫
・
更
無
近
的
年
偽
・

と
し

て
経
典
は
中
國
の
丈
士
が
潤
色
し
て
出
來
た
も
の
で
あ
り
、
達
摩
が
未
だ
中
國
に
渡
來
し
な
い
以
前
に
は
、
慧
遠
や
曾
肇
等
の
法
師
が
老

蕪
を
読
き
、
叉
後
世
も
老
荘
の
思
想
を
以
て
暉
を
助
成
し
て
ゐ
る
。
呪
語
は
課
出
せ
す
、
大
話
を
読
き
て
入
を
護

つ
て
ゐ
る
。
こ
の
朱
子
の
論

に
鞠
し
、
彰
際
清
は
次
の
如
く
い
つ
た
。
経
典
を
醗
課
し
た
法
師
は
華
梵
兼
通
の
人
で
あ
る
か
ら
、
老
荘
的
言
語
を

以
て
、
佛
教
の
旨
を
演
暢

し
た

で
あ
ら
、♪
。
叉
呪
は
密
語
で
あ
る
が
た
め
、
そ
の
音
を
取
り
て
、
義
を
取
ら
な
い
の
で
あ
る
。
佛
教
の
旨
と
老
荘
の
教
と
は
自
ら
別
で
、

老
荘
の
書
と
圓
畳
、
榜
嚴
の
諸
経
と
を
子
細
に
較
ぶ
れ
ば
同
異
を
見
る
こ
と
が
出
來
、
分
剤
書
然
と
し
て
ゐ
る
と
辮

じ
た
。

彰
際
清
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
陽
明
學
を
究
め
た
儒
家
で
あ
る
が
、
後
暉
に
蹄
し
深
山
に
佳
し
て
向
上
の
第

一
義
に
参
究
し
た
と
い
ふ
。

近
…世
中
國
一に
於
け
る
居
士
佛
卿荻
に
就
い
て

三
三



暉

學

硯

究

三
四

そ
の
論
す
を
と
こ
ろ
精
心
密
意
、
紀
律
森
然
と
し
て
談
暉
佛
學
を
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
た
め
、
純
正
な
立
場
を
以
て
す
る
儒
學
者
か

ら
の
非
難
を
冤
れ
な
か
つ
た
。
宋
明
の
儒
家
は
佛
教
原
理
を
以
て
儒
學
を
解
せ
ん
と
し
た
が
、
彼
は
儒
學
を
佛
教
に
融
合
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ

に
非
難
が
あ
つ
た
。
然
し
彼
は
己
が
所
信
を
狂
ぴ
な
か
つ
た
。
乃
ち
曰
く

或
問
知
蹄
子
日
子
儒
者
也
。
服
脅
諸
先
生
書
蕾
　
。
今
舎
而
之
佛
。
其
不
爲
背
本
乎
。
答
日
。
予
所
言
者
。
天
下
之
公
言
也
。
非
己
之
所

得
私
也
。
佛
法
行
世
久
　
。
是
苦
海
之
津
梁
也
。
是
衆
生
之
眼
目
也
。
是
帝
天
之
所
呵
護
。
神
鬼
之
所
欽
崇
也
。
六
師
不
能
沮
其
化
。
三

武
不
能
邊
其
流
。

而
諸
先
生
顧
欲
以
方
隅
之
見
譜
而
開
之
。

亦
勢
而
少
功
　
。

闘
之
者
。

一
以
爲
爲
教
。

一
以
爲
異
端
。

是
法
執
未
忘

也
。
以
爲
儒
教
。
是
天
眼
未
通
也
。
諸
先
生
之
在
今
日
。
決
定
法
執
忘
。

天
眼
通
尖
。

是
予
之
所
言
。

皆
諸
先
生
所
欲
言
也
。

叉
何
問

③

焉
。

云
云
。

と
。

佛
法
は
人
生
苦
海
の
津
梁
で
あ
り
、
衆
生
の
眼
目
で
あ
れ
ば
帝
天
も
護
し
神
鬼
も
崇
め
、

六
師
外
道
も
韓
法
輪
を
沮
止
す
る
こ
と
が
出
來

す
、

又
中
國
に
屋

よ
起
つ
た
法
難
三
武

一
宗
の
暉
堅
の
如
き
も
浴
々
と
し
て
流
れ
行
く
佛
法
を
防
邊
す
る
こ
乏
が
出
來
な
か
つ
た
。
も
し
も
佛

教
を
儒
教
と
な
し
、
佛
を
信
す
る
こ
と
を
異
端
と
な
す
な
ら
ば
、
法
執
未
だ
忘
ぜ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
天
眼
未
だ
通
ぜ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
諸

先
生
に
し
て
今
日
在
ら
し
め
ば
、
必
す
や
法
執
忘
じ
、
天
眼
通
じ
て
、
予
の
い
ふ
と
こ
ろ
を
諸
先
生
も
い
は
ん
と
さ
れ
る
で
あ
ピ
ソラ
と
、
自
信

を
以
て
い
ふ
て
ゐ
る
。

四

か
ぐ
て
彰
際
清
は
儒
佛
の
融
合
を
計
か
り
、
佛
教
精
神
の
顯
揚
に
力
め
た
。
彼
は
明
末
以
來
、

り
行
く
佛
教
を
.し
て
復
び
光
輝
を
壌
さ
し
む
べ
く
、
正
法
顯
揚
の
論
陣
を
張
つ
た
の
で
あ
る
。

法
燈
そ
の
輝
き
を
失
ひ
、
蓑
微
の

一
途
を
辿



佛
教
嚢
微
の
原
因
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
僧
侶
の
多
く
が
無
氣
力
で
あ
り
、
道
心
な
く
、
生
活
の
た
め
に
寺
院
生
活
を
螢
む
者
で
あ
つ
た
と

い
ふ
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
思
想
的
に
は
先
づ
第

一
に
は
不
立
丈
字
の
鯨
弊
で
あ
つ
た
。
宋
代
以
後
、
申
國
佛
教
界
は
繹
に

よ
つ
て
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
。
教
外
別
傳
、
不
立
文
宇
は
そ
の
眞
意
を
離
れ
て
曲
解
す
れ
ば
、
文
字
を
不
要
と
し
、
學
問
よ
り
遠
ざ
か
る
こ
と
で

あ
る
。
而
も
こ
の
事
實
が
年
と
と
も
に
強
く
な
り
、
僧
侶
は

「
山
の
佛
教
」
と
し
て
肚
會
よ
り
遊
離
し
、
佛
教
は
途
ひ
に
思
想
界
よ
り
遠
ざ
か

る
に
至
つ
た
。
第
二
起
は
南
宋
以
後
、
佛
教
を
排
撃
し
た
儒
教
が
盛
ん
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
儒
學
の
純
正
を
堅
持
せ
ん
が
た
め
、
佛
教
を

排
撃

し
て
成
立
し
た
朱
子
學
が
盛
ん
と
な
れ
ば
佛
教
に
、不
利
で
あ
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
僧
侶
は
文
筆
な
き
た
め
こ
れ
に
拮
抗
し
て
思
想

界
を

牛
耳
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
第
三
に
は
明
代
以
後
、
民
族
信
仰
と
も
い
ふ
べ
き
道
教
が
著
,し
く
勃
興
し
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
等
佛
教
蓑
滅
の
原
因
に
よ
り
、
教
界
は
法
燈
の
輝
き
を
失

つ
た
が
、
彰
際
清
等
の
居
士
佛
教
徒
の
出
現
に
よ
り
、
再
び
そ
の
光
輝
は
回

復
さ
れ
た
。
先
に
も
い
ふ
如
く
、
彼
等
の
多
く
は
儒
學
者
で
あ
つ
た
。
思
想
界
を
牛
耳

つ
た
儒
學
者
が
儒
佛
調
和
の
理
論
を
與

へ
、
沈
倫
せ
る

佛
教

の
興
隆
を
計
り
、
佛
教
精
榊
ω
顯
揚
に
意
を
注
い
だ
と
こ
ろ
に
、
清
代

「
居
士
佛
教
」
の
特
色
が
あ
る
。
寳
珠

を
護
り
な
が
ら
山
に
隠
遁

し
て
時
代
か
ら
遠
ざ
か
り
、
肚
會
か
ら
遊
離
し
て
、
途
ひ
に
は
思
想
界
よ
り
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
た

「
山
の
佛
教
」
即
竃
櫓
侶
の
佛
教
を
、
在
俗
の

居
士
が
思
想
界
に
投
じ
て
、
時
代
に
、
杜
會
に
生
か
さ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に

「
在
家
佛
教
」
と
い
は
る
、
所
以
が
あ

る
。

彰
際
清
は
乾
隆
時
代
の
人
で
あ
つ
た
。
康
煕
、
乾
隆
の
頃
は
朝
廷
の
佛
教
保
護
に
よ
り
、
教
會
史
的
に
は
清
代
佛
教
の
華

か
な
時
代

で
あ
る

が
、
清
朝
の
中
葉
以
後
、
佛
教
は
甚
だ
τ
く
不
振
を
極
め
た
。
更
に
長
髪
賊
洪
秀
全
の
反
鰍
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
條

と
す
る
宗
教

一
撲
で
あ
る

だ
け
に
、
佛
一教
の
被
害
は
彩
し
い
・も
の
骨か
あ
つ
た
。
漸威
幽
昌
兀
儲牛

(
一
八
五
】
)
よ
・り
同
治
ご
一し牛

(
一
八
六
四
)
に
至
る
反
臨

に
よ
り
、
寺
一観
、
祀
{廟

は
破

棄
さ
っ四、
沸
像
経
毬
ま
た
焼
棄
さ
漁
て
、
衰
運
の
佛
教
々
團
は
こ
、
に
致
命
的
打
撃
を
受
け
た
。

こ
の
屡
滅
せ
み
清
代
佛
教
ω
復
興
に
登
力
を
注
い
だ
の
は
楊
丈
會
帥
ち
楊
仁
山
居
士
二

八
三
七
-二

九

一
一)
で
あ

つ
た
.
居
士
は
佛
教
砂
弘

近
世
中
國
に
於
け
る
居
士
佛
教
に
就

い
て

三
五



灘

學

研

究

唱ご
六

通
、

研
究
に
は
経
典
の
流
通
に
あ
り
と
な
し
、

「
金
陵
刻
維
庭
」
を
設
立
し
て
佛
書
刊
行
の
事
業
を
南
京
に
創
め
た
が
、
長
髪
賊
の
反
臨

に
禍

さ
れ
底
本
と
す
る
佛
書
の
入
手
も
困
難
に
て
、
遠
く
日
本
、
朝
鮮
に
ま
で
求
め
て
、
そ
の
事
業
に
全
力
を
誰
し
た
。

彼
が
遇
柔
鰍
洲
に
て
吾
が

南
條

丈
雄
博
士
と
相
識
り
、
日
本
よ
り
佛
書
の
輸
入
を
約
し
た
こ
と
な
ど
入
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
出
版
せ
る
佛
書
の
勲
二
千

歎
蝕
雀
で
あ
り
、
叉
佛
學
研
究
會
の
會
長
と
し
て
講
経
を
な
し
、
佛
教
の
研
究
弘
通
に
心
血
を
注
い
だ
。

彼
の
卒
し
た
の
は
宣
統
三
年

(
一
九
=

)
で
あ
り

(七
+
五
炭
)、
吾
が
明
治
四
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
年
辛
亥
の
革
命
起
り
、
溝

朝
の
杜
稜
は
こ
、
に
倒
潰
し
、
翌
年
中
華
民
國
が
成
立
し
た
。
然
し
こ
の
辛
亥
の
革
命
は
中
國
諸
方
面
に
深
刻
な
衝
動
を
與

へ
た
が
、
佛
教
界

に
も
亦
厘
迫
が
加

へ
ら
れ
た
。
寺
産
は
渡
牧
さ
れ
、
寺
廟
は
軍
隊
に
占
篠
さ
れ
、
或
は
學
校
官
衙
と
な

つ
た
。
こ
、
に
於
て
檜
俗
の
畳
醒
が
促

、

さ
れ
、
天
童
山
敬
安

(
一
八
五
一
ー

一
九
=
一)

等
の
薪
佛
教
運
動
な
り
、
上
海
に
中
國
佛
教
総
會
が
組
織
さ
れ
、
佛
教
改
新
の
氣
勢
が
基
け
ら

れ
た
。
こ
れ
等
曾
俗
の
薪
運
動
は
學
院
の
建
設
、
學
會
の
結
成
、
圖
書
の
刊
行
、
濟
世
事
業
と
な
り
、
や
が
て
太
盧
法
師
の
武
昌
に
佛
學
院
を

開
く
あ
り
、
上
海
に
は
世
界
佛
教
居
士
林
の
設
立
さ
る
あ
り
、
中
國
佛
教
は
俄
然
こ
～
に
僧
俗
の
畳
醒
に
よ
り
、
活
氣
を
呈
す
る
に
至
り
、
か

く
て
現
代
に
及
ん
だ
。

明
末
以
來
、
沈
滞
せ
る
佛
教
界
に
、
活
を
入
れ
、
光
輝
あ
ら
し
め
た
の
は
清
代
に
出
で
た
居
怯
佛
教
徒
で
あ
つ
た
。

「
山
の
佛
教
」
と
し
て

肚
會

よ
り
遊
離
し
、
思
想
界
よ
り
遠
か
つ
た
佛
教
を
思
想
界
に
生
か
し
た
の
は
彰
際
清
で
あ
つ
た
。
後
佛
教
復
興
の
實
践
運
動
を
な
し
た
楊
丈

會
や
辛
亥
革
命
を
契
機
と
し
て
起

つ
た
櫓
俗
の
畳
醒
に
よ
る
薪
佛
教
蓮
動
は
教
界
に
活
氣
を
呈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
先
、
沈
滞
不

振
の
近
世
申
國
佛
教
の
回
復
に
理
論
的
根
薇
を
與

へ
て
護
法
運
動
を
展
開
し
た
居
士
彰
際
清
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
多
き
こ
と
を
牢
記
し
て
欄

筆
す

る
。

註
①

大
日
本
綾
藏
維
第
九
套
第

一
珊
所
牧

}
乗
決
疑
論
。

②

同
上
。

③

同
上
。


